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B.  

B-1.  

7

Table  
 
B-2.  

Cat No. 17353-25

Cat No. 35434-05

Cat No. I2512-25G
Cat No. A6141-500G Sigma-Aldrich

-N,N,N',N'-
Cat No. 343-

01861 HPLC ACN Cat 
No. 015-08633 Cat No. 
208-02746 Cat No. 063-05895

DTT Cat No. 20291
Thermo Scientific
Trypsin Cat No. V5280 rLys-C Cat 
No. V1671 Promega  
 
B-3.  

1 g/L
TEG 0.5 M Tris-HCl 5 mM EDTA

7M pH 8.0
100 μL 0.5 M DTT 1 μL

Mascot search

Mascot search
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37℃ 90 1M 1.2 
μL 37℃ 30

400 
μL PD 
Mini Trap G-25 Cat No. 28918007 GE 
Healthcare 502.2 μL

1 mL

50 mM 40 μL
0.5 mL 20μL

1μg/μL Trypsin 0.5μL
0.2μg/μL rLys-C 1μL 37℃ 16

1%TFA 2%ACN 
20 μL 60 μL

LC/MS/MS  
 
B-4.  

/
LC/TOF-MS Waters ACQUITY UPLC 

H-CLASS/Xevo G2 QTof 
LC ACQUITY UPLC Peptide 
BEH300 C18 (2.1 mm × 100 mm 1.7 µm
300Å) 0.2 mL/min
40℃ 0.1% /0.1% ACN = 
99 1 0 min →65 35 60 min →50 50

70 min →10 90 70 75 min →99 1
75 90 min 2 μL  

MS/MS ESI+
3.0kV 30V
MSE

20-40V 120℃
450℃ 50L/h
800L/h  
 
B-5.  

BiopharmaLynx
5 70 min

300  
Mascot Server

MS/MS Ions Search Swiss-
Prot Trypsin rLys-C

Carboxymethyl C 1

PKL  
 
B-6. SDS-PAGE 

Bladford
1 5 μg

Precision Plus Protein 
Standard-Unstained Cat No. 1610363 Bio-Rad

Bullet Page One Precast Gel Cat 
No. 13077-04

Bullet CBB Stain One Cat No. 13542-
81

400V 10 min  
 
C.  

Promega
Trypsin rLys-C

TOF-MS
Mascot Server

Swiss-Prot
 

Trypsin Mascot search
rLys-C

Entry 
name EC No

Table
Table

SDS-PAGE
Fig. 1

Mascot search  
EC

3.2.1.8 3.2.1.32 3.2.1.78 3.2.1.89
3.2.1.99

3.2.1.4 3.2.1.91
 

1, 2 A. niger
[MANA_ASPNC]

A. niger
EC 3.2.1.4
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3.2.1.91  
3

A. niger [XYNC_ASPNC]
[XYNC_ASPNG] 2

A. niger
A. shirousami

A. awamori A. oryzae -

 
4 Swiss-Prot

TrEMBL P. coccineus
P. 

coccineus

Mascot search
 

5, 6 Swiss-Prot
TrEMBL T. longibrachiatum

T. harzianum T. reesei
 

7 Swiss-Prot
TrEMBL T. viride

T. aestivum
9

 
 
D.  

7

Mascot search

Mascot Search
 

 
 
E.  

 

 
G.  
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       Fig. 1 SDS-PAGE   
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厚生労働科学研究費補助金（食品の安全確保推進研究事業） 

既存添加物の品質確保のための評価手法に関する研究 

（H29-食品-一般-007） 

平成31年度(令和元年度)研究分担報告書 

既存添加物の基原同定手法に関する研究 

〜香辛料抽出物の規格作成のための基原生物の選定〜 

研究分担者 増本直子 国立医薬品食品衛生研究所 食品添加物部 研究員 

 
研究協力者 
西﨑雄三 国立医薬品食品衛生研究所  
  食品添加物部 研究員 
杉本直樹 国立医薬品食品衛生研究所  
  食品添加物部 室長 
 
A. 研究目的 
「香辛料抽出物」は，平成 8 年に作成され

た既存添加物名簿に収載されている品目の一

つであり，74 種の基原生物を原料とする抽出

物である(基原生物 74 種のうち 1 種について

は、第四次消除名簿に収載されている)．これ

まで多くの既存添加物名簿収載品目の規格を

整備し，食品添加物公定書(以下，公定書)への

収載を行ってきたが，香辛料抽出物に関して

は原料とする基原種が多く，このため実際に

流通している製品の製法や成分組成が大きく

異なることが予想されることから，成分規格

の整備が遅れており，公定書に成分規格が収

載されているものはない．しかし，香辛料抽出

物は流通量も比較的多いため，規格整備は大

きな課題となっている． 
既に流通しており，有効性と安全性が確認

されているとみなされる既存添加物の規格整

備において，規格の設定根拠となる情報収集

は特に重要であり，由来 (基原の学名・和名) と

成分 (含量) が正しく設定されているかという

情報は規格整備時に不可欠である．このうち，

基原の学名の設定は，その添加物に想定外の

原料が使用されることを防ぐ目的がある．和

名のみでは基原生物が一義的に特定されない

ことが少なくなく，この曖昧さが悪用されて

原料の不正使用などが起こる恐れがある．ま

た，既存添加物は国内で自生も栽培もされて

いない植物や海外で生産される微生物に由来

するものも多く，適切な和名が存在しない基

原もある．既存添加物の基原種を正しい学名

で設定するということは，その添加物の品質

と安全性を確保するために必須である．しか

し，1999 年に編纂された既存添加物名簿収載

品目リスト注解書に記載されている学名・和

名には，現在の流通実態や正しいとされる学

名・和名と異なるもののほか，誤記も含まれて

いると思われる。 
法的な拘束力がある公的な規格を作成する

際には，最新の知見も重要ではあるが，定義中

の基原種の学名及び和名は，最新情報よりも

設定根拠のトレーサビリティ，すなわち，堅牢

性を重視して設定することされている．実際

に，第 9 版食品添加物公定書を作成するにあ

たっては，一般的に認知されたデータベース

や書籍を参照し，これらに示された学名と和

研究要旨 既存添加物名簿収載品目のひとつである「香辛料抽出物」について，今後の規格

作成に当たり，これまでに収集した情報をもとに定義案を作成した．香辛料抽出物の73種の

基原を，食品添加物の成分規格作成の解説に従い，基原種として相応しいと思われる和名や

学名を整備した．また，必要に応じて，類似する品目であると予想される天然香料や海外規

格と比較しながら基原種の取捨選択を行った．本研究により，「香辛料抽出物」成分規格の

うちの定義原案が整備された． 
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名が既存添加物の定義に採用されており，設

定根拠のトレーサビリティが確保されている．

成分規格作成にあたり，基原生物種の学名記

載をどのような根拠のもと行うかについては，

現在，食品添加物の成分規格作成の解説 1)に明

記してある． 
本研究では，過去 2 年にわたり，先述の成

分規格作成の解説記載のルール（以下，解説ル

ールと呼ぶ）に則って，「香辛料抽出物」に含

有される 74 種の基原の学名・和名について再

調査を行ってきた．ここでは，学名の誤記やシ

ノニムの多用が散見され，整理の必要が示さ

れた．さらに，74 基原と同じあるいは類縁種

を基原として用いていると思われる、天然香

料や海外規格（中国、米国）との比較も行った．

その結果，天然香料については，示された和名

及び学名の妥当性を YList 及び Tropicos をも

とに検討したところ，半数程度が全く同じ植

物種を基原としていることが明らかとなった．

その一方で，同じ名称であっても香辛料抽出

物と天然香料とで異なる基原を用いているも

のもあった．さらに，海外規格との比較では，

学名まで精査したところ，日本独自の基原の

ものや，日本では 2 つの基原として区別して

扱われているものが他国ではひとつの基原と

して示されているものもあった． 
今年度の研究では，「香辛料抽出物」の規格

案作成に向けて，第四次消除名簿に収載され

た 1 基原を除く 73 基原について，過去 2 年間

の調査で得られた情報を整理し，課題も踏ま

えながら，第 10 版公定書に提案するに相応し

いと思われる基原生物を提案したので報告す

る． 
 
B. 研究方法 
過去 2 年の研究で行った調査は以下の通り

である． 
1) 香辛料抽出物の 74 基原とされる基原生物

の学名および和名について，解説ルールに

則って修正案を提案した． 
2) 天然香料および海外規格（中国，米国）の

基原生物の学名について，解説ルールに沿

った場合の変更点を調査した． 

今年度は，1), 2)の結果を比較し，以下の方針

に従って73基原の基原生物の学名および和名

を提案した． 
① 原則， 

・和名は Ylist (http://ylist.info/index.html)， 
・学名は Tropicos (https://www.tropicos.org) 
のものを採用した．どの規格でも全く同じ

種を基原としているものについては，その

種を基原生物として提案した． 
② 天然香料や海外規格で基原として挙げら

れていても，データベースなどの情報から

現在の香辛料抽出物の基原種と別種と考

えられる場合は，基原種の範囲を広げず，

既存添加物名簿収載品目リスト注解書の

基原生物を提案した（ただし，学名・和名

は解説ルールに則って修正した）． 
③ 学名について，Ylist と Tropicos が異なって

いる場合は，各国の規格も比較しつつ，原

則 Tropicos のものを採用した．一方，和名

については，Ylist に記載のない基原生物の

和名は基原に記載しない案を提案した． 
 
C. 結果および考察 
 これまでの調査結果から得られた内容を精

査し，「香辛料抽出物」の基原としてふさわし

いと判断し提案した 73基原生物案を表 1に示

す．提案した基原生物種の学名および和名は，

研究方法の項に示すとおり，これまでの調査

結果に従い，和名は Ylist，学名は Tropicos で
標準とされているものを採用した． 
 香辛料抽出物の基原生物となっている種に

は日本に自生していないものも多く，そもそ

も和名が存在しない種が多く存在した．この

ような場合，第 9 版公定書作成時には，和名

の代わりに学名のラテン語読みをカタカナ表

記で記載していた．しかし，今回の香辛料抽出

物には，1 品目中の基原種が多くそのほぼすべ

てに和名が存在しないといったケースがあり，

学名のラテン語読みをカタカナ表記していて

は要領を得ないものが複数あった．学名があ

る時点で基原種は一義的であること，カタカ

ナ表記にすることで余計な混乱が生じること

やそれを上回るメリットが感じられないこと
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から，今回の基原種名の提案では，和名のない

ものは学名のみを記載することも併せて提案

した． 
 基原種を提案するにあたり特筆すべきもの

について，以下に詳細を示す． 
 
○5. アンゼリカ 
既存添加物名簿収載品目リスト注解書には，

「 セ リ 科 の ア ン ゼ リ カ (Peucedanum 
praeruptorum DUMN., Angelica sylvestris L. var. 
archangelica L.) またはその他の Angelica 属の

根，種子，葉茎」と定義されている．Ylist に
よりアンゼリカ（標準和名）の学名は Angelica 
archangelica L.であり，リストに記載の 2 つの

学名はYlistに収載されていなかった．Tropicos
では前者の Peucedanum praeruptorum Dunn.が
ヒットしたが，後者については何の情報も得

られなかった． 
今回，アンゼリカの定義としては，「アンゼ

リカ（Angelica archangelica L.）またはその他

Angelica 属の根、種子、葉茎」としている．P. 
praeruptorum Dunn.は，Angelica 属の種とシノ

ニムであるという情報は得られていないため，

今回の提案ではもともとリストに基原として

定められていたにもかかわらず定義から外れ

る可能性が高い．しかし，1) これまでの調査

から，天然香料でも海外規格でも基原として

用いられていないこと，2) P. praeruptorum 
Dunn.の根は生薬「ゼンコ」の基原であり，食

薬区分で「専ら医」に分類されること，の 2 点

から，とくに申し出のない限り定義に含める

必要はないと判断し定義案から外した． 
 
○11. カショウ 
既存添加物名簿収載品目リスト注解書には，

「ミカン科の (Xanthoxylum piperitum L.) の果

実 (乾燥果)」と定義されている．Xanthoxylum
属というものは存在しないので，これは

Zanthoxylum の誤字であると思われた．その場

合，基原生物は Zanthoxylum piperitum L.となる．

これはサンショウ（標準和名）の学名であり，

32.サンショウとの区別は部位（11.カショウは

果実，32.サンショウは種子，葉）のみとなる．

この可能性も全くないわけではないが，同じ

植物の部位を分けて違う名称として扱うこと

は，よほどのことがない限り現実的ではない． 
一方，日本薬局方外生薬規格に収載されて

いる生薬に「ショクショウ（蜀椒）」がある．

これは別名をカショウ（花椒）といい，局方生

薬「サンショウ」とは別品目である．複数の

Zanthoxylum 属種の果皮（種子はできるだけ除

いたもの）が基原として挙げられている 2)．既

存添加物名簿収載品目リスト注解書に記載の

基原となる部位も，カショウでは果皮と定め

られており，これがショクショウの使用部位

とほぼ同じである．実際，香辛料抽出物のカシ

ョウとして流通している食品添加物サンプル

について日本添加物協会を通じて収集したと

ころ，ショクショウの基原種のひとつである

カホクザンショウ（Zanthoxylum bungeanum 
Maxim.）を使用しているという資料が添付さ

れた添加物原体が存在した．以上のことから，

カショウの基原生物としては，「カホクザンシ

ョウ（Zanthoxylum bungeanum Maxim.）の果実

（乾燥果）」と提案した．なお，ショクショウ

ではもうひとつ同じ Zanthoxylum 属のフユザ

ンショウが基原として挙げられているが，こ

ちらは流通の確認がとれていないため，定義

案には含めていない．また，基原生物の変更に

伴い，カホクザンショウの英名が Sichuan 
pepper であることから，基原の英語表記とし

てこれを提案した． 
 
○12. カッシア 
既存添加物名簿収載品目リスト注解書には，

「クスノキ科のケイ (Cinnamomum cassia 
NEES ex. BLUME) の樹皮，根茎，葉」と定義

されている．この定義は，B. 研究方法の項に

記載の解説ルールに則って「トンキンニッケ

イ（Cinnamomum cassia Nees ex Blume）の樹皮、

根茎、葉」と修正すべきであると提案している．

このカッシアの別名に『カッシヤフィスチュ

ラ』というものがあり，Cinnamomum cassia と

どのような関係があるのか不明であった．し

かし，昨年度の日本香料工業会からの回答で，

天然香料の基原である Cassia fistula L.のカタ
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カナ表記と同じであることが判明した．もし，

カッシヤフィスチュラが Cassia fistula L.のこ

とであれば，リストの定義に含まれていない

ものであり不適切である．また，Cassia fistula 
L.由来でなくとも，天然香料にこのような基

原のものが存在するのであれば，カッシヤフ

ィスチュラという別名を残すことは混乱のも

とになる可能性が高い．そこで，今回は，『カ

ッシヤフィスチュラ』という別名を削除する

ことを提案した． 
 
○15. カルダモン 
既存添加物名簿収載品目リスト注解書には，

「 シ ョ ウ ガ 科 カ ル ダ モ ン （Elettaria 
cardamomum MATON var. major THAWAIFES-
セイロンタイプ，E. cardamomum MATON var. 
miniscula BURKHILL-マラバルおよびマイソ

ールタイプ）の種子（果実）」と定義されてい

る．Tropicos にて調査したところ、Elettaria 
cardamomum (L.) Maton var. major (Sm.) 
Thwaites や E. cardamomum (L.) Maton var. 
minuscula Burkill という種は存在することが

明らかとなった．しかし，天然香料や海外の規

格では，カルダモンに相当する基原は E. 
cardamomum Maton.となっている．変種を同種

と扱うか別種と扱うかにより，規格への適合

不適合が変わってくるが，仮に別種と扱うこ

とにすると海外で流通しているカルダモンが

日本では使用できないことになる．そこで今

回は，海外規格との整合性を考慮し，15.カル

ダモンの基原種として E. cardamomum Maton.
を提案した．なお，Ylist では『カルダモン』

という名称や E. cardamomum Maton.の標準和

名は収載されていなかったため，和名の記載

は規格案からは削除した． 
 
○19. クチナシ 
既存添加物名簿収載品目リスト注解書には，

「アカネ科のクチナシ（Gardenia jasminoides 
ELLIS または G. augusta MERR. var. glandiflora 
HORT.）の花，果実」と定義されている．

Tropicos によると Gardenia jasminoides J. Ellis
と G. augusta Merr. var. grandiflora (Lour.) Sasaki

とはとくにシノニムであるという記載はない．

しかし，天然香料ではこれらはシノニムとし

て取り扱われており，中国の規格でも基原と

して記載されているのは Gardenia jasminoides 
J. Ellis のみである．当初の既存添加物名簿収

載品目リスト注解書でもクチナシのみを基原

として想定しているように読み取れることか

ら，今回はクチナシ（Gardenia jasminoides J. 
Ellis）のみを基原として提案した． 
 
○24. ケーパー 
既存添加物名簿収載品目リスト注解書には，

「フウチョウソウ科のフウチョウボク

（Capparis spinosa L.）の花（花蕾）または根皮，

果実，葉茎」と定義されている．しかし，Ylist
によると，Capparis spinosa L.の標準和名はト

ゲフウチョウボク（フウチョウボク科）であり，

フウチョウボクの学名は C. micracantha DC. 
var. henryi (Matsum.) Jacobs であるとされてい

た．Ylist に従うと、既存添加物名簿収載品目

リスト注解書の定義には 2 種の基原種が含ま

れていることになる．一方，海外や天然香料の

規格では，ケーパーに相当する基原は C. 
spinosa L.のみである．このことから，既存添

加物名簿収載品目リスト注解書では和名を誤

って記載していたと判断し，今回はトゲフウ

チョウボク（Capparis spinosa L.）のみを基原

として提案した． 
 
○25. コショウ 
既存添加物名簿収載品目リスト注解書には，

「コショウ科のコショウ（Piper nigrum L.，P. 
longum L.，P. officinarum D. C.）の種子（果実）」

と定義されている．学名として 3 つ挙げられ

ているが，コショウの標準和名をもつものは

Piper nigrum L.のみであり，P. longum L.の和名

はインドナガコショウである．また，P. 
officinarum D. C.に該当する和名はなく，

Tropicos にて調査したところ，P. officinarum 
(Miq.) C. DC. という学名は存在するが，

Accepted name と さ れ て い る の は P. 
retrofractum Vahl であった．種についての情報

が少ない P. officinarum D. C.（P. retrofractum 
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Vahl）については，天然香料や海外の規格でも

基原として用いられていないため，今回は他

規格と合わせてコショウ（Piper nigrum L.）と

インドナガコショウ（P. longum L.）のみを基

原として提案した． 
 
○31. サルビア 
 サルビアの英語表記は「Salvia」とされてい

る．しかし，アメリカや中国ではサルビアの別

名セージを英語表記した「Sage」が品目名とし

て採用されている．国際整合性の観点から，基

原の英語表記として Sage を提案した． 
 
○36. ジュニパーベリー 
 既存添加物名簿収載品目リスト注解書には，

「 ヒ ノ キ 科 の セ イ ヨ ウ ネ ズ （Juniperus 
communis L.）の果実」と定義されている．Ylist
によると，セイヨウネズを標準和名とする学

名は Juniperus communis L. var. communis であ

る．しかし，Tropicos ではこの学名が Juniperus 
communis L.とシノニムの関係にあるかどうか

については言及されておらず，同種であると

断定できなかった．天然香料や海外の規格で

は Juniperus communis L.のみが基原とされて

いる．和名のよりどころとしている Ylist と完

全に一致しているわけではないが，他規格と

の整合性の観点から．今回はセイヨウネズ

（Juniperus communis L.）を基原として提案し

た．  
 
○40. セイヨウワサビ 
 既存添加物名簿収載品目リスト注解書には，

「アブラナ科のセイヨウワサビ（Armoracia 
ruticana GAERTN.，Cochlearia armoracia L.）等

の根茎」と，基原植物名の後に「等」がついた

ものが定義されている．しかし，天然香料や海

外の規格ではセイヨウワサビ（Armoracia 
rusticana P.Gaertn., B.Mey. et Scherb.）のみが基

原として用いられている．「等」がどの範囲を

示すのか明確でなく，他規格と比較しても「等」

を除くことによる不利益がないと判断し，「等」

を除きセイヨウワサビのみを基原として提案

した． 

 
○42. ソーレル 
 既存添加物名簿収載品目リスト注解書には，

「タデ科のスイバ（Rumex acetosa L.）」と定義

されている．他品目の基原では基原種ととも

に部位名も記載されているが，42.ソーレルに

は部位名がない．葉などが用いられると想像

されるが，他の規格の情報がなく実態がどの

ようであるか不明なため，全草として提案し

実態に合わせて修正することとした． 
 
○46. タラゴン 
 既存添加物名簿収載品目リスト注解書には，

「キク科のタラゴン（Artemisia dracunculus L. 
―フランス種，A. draucunculoides PURSH―ロ

シア種）の全草」と定義されている．Ylist に
よると，タラゴンを標準和名とする学名は

Artemisia dracunculus L.のみであり，Tropicos で
も A. draucunculoides PURSH についての情報

は得られなかった．インターネット上では，A. 
draucunculoides はロシアンタラゴンとして知

られているようであったが，引用しても差し

支えないような正式な文献は見つからなかっ

た．天然香料や海外の規格では A. dracunculus 
L.のみが基原とされており，今回はこれらに

合わせて A. draucunculoides PURSH を基原か

ら除いて提案した．  
 
○50. トウガラシ 
 既存添加物名簿収載品目リスト注解書では，

「ナス科のトウガラシ（Capsicum frutescens L.，
または C. annuum L.）の果実（実莢）」と定義

されている．Tropicos では Capsicum frutescens 
L.と C. annuum L.はシノニムとされているが，

Ylist では両者は別種としてそれぞれトウガラ

シ，キダチトウガラシという和名があてられ

ている．アメリカでは両者が基原として併記

されていたが，中国では Capsicum spp.と広い

範囲であり，国によって異なっていた．原則と

して学名は Tropicos の記載に従うこととして

いたが，Ylist と Tropicos の見解が異なりその

詳細が不明であったため，どちらの判断でも

カバーできるよう，トウガラシ（Capsicum 
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annuum L.）またはキダチトウガラシ（C. 
frutescens L.）を基原として提案した．  

○60. パプリカ

既存添加物名簿収載品目リスト注解書には，

「ナス科のパプリカ（Capsicum annuum L.）の

果実（実莢）」と定義されている．これは，50. 
トウガラシの基原の一部と全く同じである．

種としてはパプリカとトウガラシは同一であ

り，トウガラシの栽培品種のひとつがパプリ

カである．そのため，単に基原種を記載しただ

けでは規格上トウガラシとの区別ができない．

なお，海外の規格では，パプリカという品目は

ない．今回は，50. トウガラシとの区別という

観点から，パプリカは標準和名ではないが，も

との規格に沿ってパプリカ（Capsicum annuum 
L.）と提案した． 

○68. リンデン

既存添加物名簿収載品目リスト注解書には，

「シナノキ科のボダイジュ（Tilia cordata MILL. 
またはTilia vulgaris L. var. miqueliana MAXIM.）
の花，葉」と定義されている．Ylist と Tropicos
によると，ボダイジュを標準和名とする Tilia 
miqueliana Maxim.と，フユボダイジュを標準

和名とする T. cordata Mill.の存在が確認され

た．しかし，T. vulgaris L. var. miqueliana 
MAXIM.という学名は確認できなかった．ア

メリカの規格では，68. リンデンに相当する品

目の基原は Tilia spp.と幅広く，詳細は不明で

あった．今回は，データベースで確認できたボ

ダイジュ（T. miqueliana Maxim.）とフユボダイ

ジュ（T. cordata Mill.）のみを基原として提案

した．

D. 結論

既存添加物名簿収載品目のひとつである香

辛料抽出物について，これまでに収集した情

報をもとに，規格案作成を見据えて基原の提

案を行った．第四次消除により消除された 48.
チャービルを除く 73 種の基原について，食品

添加物の成分規格作成の解説 1)に従いながら，

基原種として相応しいと思われる和名や学名

を整備した．必要に応じて，類似する品目であ

ると予想される天然香料や海外規格と比較し

ながら基原種の取捨選択を行った．

 本研究で提案した基原種原案は，主に名称の

不整合を修正し，記載の名称が一義的に決ま

るよう整備したものである．本基原種原案は，

香辛料抽出物の規格案作成のためのいわゆる

たたき台であり，今後流通実態などをもとに

加筆修正していくこととなる．しかし，一定の

規則のもと基原を整備したことは，香辛料抽

出物の規格案作成に大きく寄与したといえる． 
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